
文部科学省における最近の取組

●消費者教育推進委員会による方針決定
文部科学省における消費者教育の推進方策等について検討を行う

●消費者教育フェスタの実施による普及・啓発【３１頁】
多様な関係者が情報を共有し、相互に連携するための場として、消費者教育フェスタを開催
＜平成２７年度実績＞
平成２７年度に大分大学附属小・中学校で開催したフェスタでは、小学校５・６年生、中学校全学年において、１８の
企業・団体がデモンストレーション授業を実施

●文部科学省と消費者庁との連携による消費者教育の展開
地域の多様な主体間のネットワーク化や連携を図るため、国レベルでの連携も実施
＜平成２７年度実績＞
「消費者教育実践フォーラムin岐阜」を消費者庁との共催により開催。
教員、行政、消費者団体、事業者等が消費者教育の課題や解決策について討議し、今後の連携・協働への足がかりと
した。

●消費者教育の指導者用啓発資料の作成
教員や社会教育主事のために消費者教育を行う上でのヒントを示し、学校や社会教育での消費者教育
の充実を図る
＜主な内容＞
・消費者教育を通じて育むべき力と指導者の役割について解説
・消費者教育のヒント＆事例集（日頃の授業や活動に「消費者」の視点を加えることで、消費者教育の機会が拡大
するなどのヒントに加え、関係者が相互に連携して取り組む手法等についても解説）

●消費者教育アドバイザーの派遣
●実証的調査研究の実施

【３０頁】

【３１頁】

【３２頁】

【３３～４４頁】

【４５～４７頁】
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◇日 時 平成２８年１月２５日（月）９：５０～１６：２０
◇会 場 国立大学法人大分大学教育福祉科学部附属小学校・中学校
◇主 催 文部科学省
◇共 催 国立大学法人大分大学
◇協 力 社会的責任に関する円卓会議 ◇後 援 消費者庁、大分県、大分県教育委員会、大分市、大分市教育委員会、日本消費者教育学会
◇参加者 教職員、教育委員会、消費者行政、企業・団体等から２６９名の参加

【事例発表者】
・宮崎大学教育文化学部附属小学校 教諭 川﨑夕子氏
「豊かな人間性をはぐくむ家庭科～もの・お金・資源を大切にする心を育てる～」

・横浜市教育委員会事務局北部学校教育事務所指導主事室 指導主事 青木美穂氏
「『意思決定能力の育成』のための教材開発と授業実践」

・石川県七尾市能登島公民館 主事 谷内玲香氏
「公民館と多様な地域主体の協働による消費者教育」
【コーディネーター】上村協子氏（東京家政学院大学 教授）

事例報告

「社会的責任に関する円卓会議」の協力を得て、様々な企業や団体等消費者教育を実施する民間企業、
団体等の作成した教材、資料等を紹介。

大分県消費生活・男女共同参画プラザ＜アイネス＞、大分市市民活動・消費生活センター＜ライフパル＞、大分友の会、独立行政法人国民生活セン
ター、公益社団法人全国消費生活相談員協会、公益財団法人消費者教育支援センター、一般社団法人日本ヒーブ協議会、株式会社LIXIL、第一生命
保険株式会社、株式会社日清製粉グループ本社、ビザ・ワールドワイド・ジャパン株式会社、サントリーホールディングス株式会社、キャリア教育プログラム
開発推進コンソーシアム、消費者庁、文部科学省（順不同） 【１５企業・団体が参加】

デモンストレーション授業

「買い物で世の中へ発信しよう！」 西村隆男氏（横浜国立大学 教授）

基調講演

テーマ：「消費者教育を通じて子供たちが身に付けていく力とは」
【パネリスト】
・石川芳惠氏（大分県大分市南大分小学校教諭）
・財津庸子氏（大分大学教育福祉科学部教授、大分県消費生活審議会委員）
・島田広氏（弁護士、消費者庁消費者教育推進会議委員）
・村上美佳子氏（大分県消費生活・男女共同参画プラザ消費生活相談員）
【コーディネーター】
・望月昌代氏（文部科学省初等中等教育局視学官）

パネルディスカッション

＜小学校５、６年生対象＞
・電気の使い方（九州電力株式会社大分支社）
・ケータイ・スマートフォン&インターネットの正しい使い方
（株式会社ディー・エヌ・エー）
・やりくり上手になろう！～マンガバージョン～（大分県金融広報委員会）
・お小遣い帳のつけ方勉強会（大分友の会）
・あかりのエコ教室（パナソニック株式会社エコソリューションズ社）
・食べ物の期限を知ろう（サントリーホールディングス株式会社）
＜中学校１～３年生＞
・みんなで考える情報活用の“秘訣”（株式会社日立製作所）
・ライフサイクルゲームⅡ（第一生命保険株式会社）
・環境のことを考えた快適なくらし（花王株式会社）
・楽天IT 学校（楽天株式会社）
・インターネット利用上のトラブル事例と回避策について（株式会社
ディー・エヌ・エー）

・中学生もみんな消費者（大分県消費生活・男女共同参画プラザ）
・生活設計とリスクへの備え（公益財団法人生命保険文化センター）
・わたしたちの声が変える商品（一般社団法人ヒーブ協議会）
・みなさんと銀行のかかわり（株式会社三井住友銀行（大分支店）
・生活設計・マネープランゲーム（一般社団法人全国銀行協会）
・「見えないお金」の物語（公益社団法人日本消費生活アドバイザー・コ
ンサルタント・相談員協会）

・インターネットの通信販売を通して契約の基本等について考える
（須黒真寿美氏（文部科学省消費者教育推進委員会委員）

実践交流会

「あかりのエコ
教室」
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平成２７年度 消費者教育実践フォーラムin岐阜

◇日 時 平成２８年２月２３日（火）１３：００～１６：４５
◇会 場 ホテルグランヴェール岐山
◇主 催 文部科学省、消費者庁、「地方消費者グループ・フォーラム（中部ブロック）」実行委員会
◇協 力 社会的責任に関する円卓会議
◇参加者 教職員、教育委員会、消費者行政、企業・団体等から２４５名の参加

実践交流会

愛知県県民生活部県民生活課、独立行政法人国民生活センター、岐阜市、岐阜県環境生活部県民生活相談センター、金融広報中央委員会、公正取引委員会事務総局 中部事務所、東海財務局 岐
阜財務事務所、公益社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員会、公益社団法人消費者関連専門家会議（ACAP）、公益財団法人消費者教育支援センター、公益財団法人生命保険文
化センター、公益財団法人日本環境協会エコマーク事務局、一般社団法人日本自動車工業会、一般社団法人全国銀行協会、一般社団法人日本ヒーブ協議会、一般社団法人日本損害保険協会、日本
ファイナンシャル・プランナーズ協会、日本弁護士連合会、日本労働組合総連合会、全国大学生活協同組合連合会、千葉県消費生活相談員の会、ビザ・ワールドワイド・ジャパン株式会社、株式会社LIXIL、
第一生命保険株式会社、ジブラルタ生命保険株式会社、損害保険ジャパン日本興亜株式会社、トヨタ自動車株式会社、三菱自動車工業株式会社、日産自動車株式会社、株式会社日清製粉グループ本
社、消費者庁、文部科学省（順不同） 【３３企業・団体が参加】

「社会的責任に関する円卓会議」の協力を得て、様々な企業や団体等消費者教育を実施する民間企業、ＮＰＯ等の作成した教材、資料等を紹介。

● 「岐阜県環境生活部県民生活相談センターの取組報告」
岐阜県環境生活部県民生活相談センター長 平井八重子氏

● 「小学校家庭科における消費者教育」
揖斐郡大野町立南小学校 教頭 上水流弘美氏
岐阜市立長良西小学校 教諭 磯川哲也氏
各務原市立稲羽東小学校 教諭 真野知美氏

● 「中学校と消費生活センターとの協働による授業実践」
岐阜市教育委員会学校指導課（教育研究所）副主幹 阿部和子氏
岐阜市市民生活部消費生活課（消費生活センター）消費生活係長 泉谷徹氏

● 「自立と共生を目指して主体的に行動する消費者の育成」
関市立関商工高等学校 教諭 佐伯真理英氏

事例報告

「教員・行政・消費者団体・業界等による地域別のつ
ながるための分散会」

【ファシリテーター】
大藪 千穂氏（岐阜大学教育学部 教授）

【分散会の報告】
参加者が２２のテーブルに分かれて、消費者教育実
践における課題及び解決策を話し合った後、テーブル
ごとに最も重要な課題及び解決策について発表した。

〈発表例〉
「消費者教育を行う組織の有機的なつながりの希薄さ
という課題に対して、学校及び行政の意見交換の場を
設ける、教員の研究会に行政が参加する」といった解
決策を提案。

【分散会のまとめ】
西村 隆男氏
（横浜国立大学 教授）

学校の教員と行政・消費者団体・業界が消費者教育実践の課題と解決策を話し合うことで、今後、協働で消費者教育を推進していく足がかりとなること
を目的として開催
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